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水で稀釈された尿尿の日本住血吸虫卵に対する殺卵効果

安羅岡一男＊

国立予防衛生研究所寄生虫部

楊 存性＊＊陳云庭＊＊王 雅 珍事＊

中国江蘇省血吸虫病防治研究所

（昭和32年 11月1日受領）

康民が住血吸虫卵に対して強い殺卵力をもっていると

とは，強（1951,1952）および無錫血吸虫病防治所 (19

51）らの指摘しているととろであり ，現在中国ては尿尿

を夏季は 8日，冬季は 7日間貯溜した後に肥料として用

いることが決められている。しかし実際野外の尿尿貯溜

槽には雨水が混入する場合も考えられるし，叉とりわけ

中国においては尿尿排出楠である馬桶〈モードン〉を洗

った水が尿尿と混合する場合もある。とのように尿尿が

水て稀釈されたときの殺卵効果に関しては劉 (1954）の

研究があるけれども，筆者らはさらに次のような小実験

を行った。

材料および方法

合卵尿および尿は江蘇省血吸虫病防治研究所附属専科

医院入院未治療患者の多数虫卵排出者からの，排便後間

もないものを用いた。

尿と尿の混合比は 1: 5，乙れに対する河水の混合は

それぞれ1: 0.5, 1 : 1の2通りとした。すなわち

(A) 尿 200g十尿 1,000cc＋水 600cc

くB） 民 150g＋尿 750cc＋水 900cc

とした。尿尿の貯溜時間は 2日，4日，6日および8fl 

とし， A系列およびB系列にそれぞれ対照をおいた。各

例において 200cc入り三角コルベン 8個を用意し， 各々

に尿 ・尿 ・水混合液 lOOccを充牙に撹伴しつ〉牙注し

た。 したがってA系列については 1コルベン当り Ef<:ill:

11.llg, B系列については8.33gが収容されたことに

なる。牙注後，各コルベンはrti:ちに250府卵器内に置い

*KAZUO YASURAOKA，申＊TSUN-HSING YANG, 

本＊YUNDINCHEN ＆牢牢YAH-JENWONG: Ovocidal 

action of human feces and urine diluted with water 

against the shistosome ova. （キDepartmentof Para-

sitology, National Institute of Health, ~Tokyo, 

料 Institutefor Schistosomiasis, Wushi, China) 

た。所定時間経過後に充分に河水て＼洗糠してから 1.2%

食塩水て置換し，3°0の冷蔵庫中に最終の 8日作用実験

が終るまで保管した。これは虫卵の府化を一時抑制する

ためにとった処置であって，伊藤（1954）の実験て明か

なように，虫卵には無害であり，しかもー芥に卵？化実験

を開始することが出来るという利点がある。

解化実験はコルベンを冷蔵庫から出し， 1.2%食塩水

を3回水洗するととによって水に置換し，水足を lOOcc

として25°0府卵器内において開始した。 以後'72時間まで

31時間毎に，コルベン内の水だけを出来るだけ多くピペ

ットて吸出し，フォルマ リンを少量を加えてミラシジワ

ムを固定した後，1000回転1分間遠心沈澱してその沈液

中のミラシジワム数を低倍率顕微鏡下て計測した。

本実験て、用いた水は鴻過河水である。

実験成績

(A) 尿尿 ：水＝1 : 0.5の場合

表 1に示す如く，2日間作用のもので府化実験開始後

8～ 6時聞においてコノレベン No.Il tと2個， Eに1個の

月ラシジウムを見出したが，以後'72時間迄全くミラシジ

ウムを認め得ず，4日， 6日および8日間作用ては全観

祭時聞を通じて虫卵の蹄化は見られなかった。

(B) 尿尿：水＝1: 1の場合

ζの結果は表2に示すよう に， 2日， 4日， 6日およ

び8日間作用のすべてにおいて卵子化したミラシジウムを

見出すことが出来なかった。

論議

蘇 (1955）は尿と尿が混合されたとき，尿中の細菌お

よび酵素によって尿素が牙解されてアンモニアが発生

し，乙のアンモニアの発生速度は或温皮範囲内ては温度

が高い程促進され，そしてアンモニアが殺卵作用の要因

てあると述べている。 我々が実験した温度25°0下ては，

尿尿 ：水＝ 1 : 0.3の2日間作用において僅か0.35%の

( 60 ) 
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Nt尿が水て稀釈された場合の住血吸虫卵に対する殺卵

効果に関して，温度25°0における 2' 4' 6および8日

間浸漬後の虫卵の卵子化能力を調べた。その結果は次の如

くである。

高包要

(1) 尿尿 ：水＝ 1 : 0.5の場合は， 2日浸漬て

0.35%の解化率を示したが，4日以上のものでは虫卵の

肺化は認められなかった。

(2) 尿尿 ：水＝1 : 1の場合は， 2日，4日，6

日および8日浸漬のいずれにおいても虫卵の牌化は見ら，

れなかった。

卵3化率を示したのみで，叉尿尿 ：水＝ 1 : 1の場合ては

2日間て既にミラシジウムの解化は全く認められなかっ

た。しかしとの25°0という温度は大体盛夏の平均気温で

あり，したがって殺卵効果も大きいと考えられる。そと

て更に春，秋および冬季を考慮して15°0と5°0 における

同様の実験も続いて行われなければならない。

叉一方虫卵の尿尿浸漬時聞を更に細分して実験を行う

べきであるが，との小実験からい〉得るととは，25°0の

温度下ては尿尿が水によって 2倍に稀釈されても 4日間

の貯溜が行われ 〉ばその中に含まれる住血吸虫卵は完全

に死滅するであろうという乙とである。

( 61 ) 
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1）翼建章等（1951）：春季糞便儲蔵対血吸虫卵之影

響， 中華医学雑誌，37, 861. -2）蘇南血吸虫病防

治所（1951）： 糞便管理工作初歩資料，華東衛生，1

(6)' 55.一3）劉献（1954）：天然糞征中小使対血吸

虫卵寿命的影響，中華街生雑誌，2,95. -4）伊藤抗

二郎（1954）：日本住血吸虫卵の外界環境に対する抵

性，5，尿尿内における本虫卵の抵抗性， 日新医学，

41, 370～376. -5）蘇徳隆（1955）：刺用人尿迅速

殺滅血吸虫卵的研究， 中華衛生雑誌，5, 10. -6) 

聾建章（1952）： 理化因素対血吸虫卵之影響及与流行

病学之関係， 中華新医学報，3, 406. 

献文(3) との結果から温度25°0ては，尿尿が水によっ

て2倍に稀釈されても 4日聞の貯溜が行われ 〉ば，その

中に含まれる住血吸虫卵は全く死滅するものと考えられ

る。

稿を終る にあた り， 御指導，御校聞を賜わった予研小

宮義孝部長に感謝の意を表する。又本実験は中国江蘇省

血吸虫病防治研究所で行われたもので，所員各位の御援

助に深 く感謝する。
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Summary 

The ovocidal action of hLiman feces and urine 

diluted with water against the schistosome ova 

was studied at the temperature of 25° C. The 

results obtained were as follows. 

( 1) A case of feces and urine: water= 1: 0.5 

A few miracidia were recognized 2 days after 

immersion. . But no hatching of the ova was obser-

159 

ved when immersed for 4 days. 

( 2) A cα：se of feces and urzi悦： wateγ＝1:1

No hatching of the ova was observed 2 days 

after immersion. 

The results may indicate that the schistosome 

ova is to be dead, so far as summer, if immersed 

for 2-4 days in feces and urine which was diluted 

twice with water. 
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